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長方形

y-kaku
テキストボックス
1(3):外来種の生息状況につて
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COP10が開催された今年度、生物多様性という言
葉が一般の人々にまで浸透した年でしたが、豊田市
において生物多様性がどの程度減少しているか、全
体像を把握することは簡単そうでいて実際には容易
ではありません。多様な生物の生息情報を記載する
のも労力のかかる作業ですが、過去のデータは極め
て限られているのが実情です。そこで、豊田市に50
年以上にわたり居住し、淡水魚類を見つめ続けてこ
られた3名の方に、過去40年の間に大幅に減ったと思
う魚種を聞き取りによってリストアップしました。
補足的に既存の文献資料を参照し、聞き取った結果
と矛盾がないか確認しました。
その結果、3名が揃って「大幅に減少した」と評価
した魚種は22種にのぼりました（図1）。これは豊田
市に生息する在来の淡水魚類全体（46種）の48％に
あたります。図2に大幅に減少した魚種のうち、生活
様式の特徴を類型化して示しました。最も多い生活
型はフナやメダカ、タナゴなどの氾濫原（水量の増
減により、干上がったり浸水したりする浅い水たま
りや湿地的な環境）に生息する魚類で13種にのぼり
ました。氾濫原に生息する魚種は全体で15種と試算
されましたので、実にその87％が大幅に減少してい
るといえます（図3）。その他には海と川とを行き来
する回遊魚、主に礫質の川底に生息する魚が大きく
数を減らしている傾向が読み取れました。減少した
のは、これらの魚たちの生息環境が破壊されたのが
大きな原因と推定しています。矢作川研究所ではこ
れまで回遊魚のアユを指標に研究を進めてきました
ので、回遊魚やアユの生息場所と重なる河床の環境
に注意を払うことは可能ですが、その他の生活様式
をとる魚たちには配慮が疎かとなりがちです。
今回把握できた傾向は、厳密な科学的調査に基づ
くものではなく、個々の魚種の動向については誤り
があるかもしれません。ただ、全体的な傾向すなわ
ち、魚が利用する場としての氾濫原の喪失、河床の
構造の改変、ダムなどの横断工作物による魚類の移
動阻害が魚類の多様性に大きな影響を及ぼしている

可能性は十分に想定され、魚類の保護を推進するに
あたっての一つの指針として活用できそうです。

（山本敏哉、主任研究員）

大幅に減少した豊田市の魚類の多様性
○聞き取りの結果、過去40年間に豊田市では全体の48％にあたる22種の在来淡水魚が大幅に数を減らしてい
ることが分かりました。
○22種のうち13種は河川の氾濫原に生息する魚種で、氾濫原に生息する魚種の87％にあたります。その他に
は、回遊魚や川底を利用する魚種が数を減らしている魚として浮かび上がりました。
○今回得られた傾向は、河川の生物の生息環境を復元していくにあたり、「環境のどの部分に重点をおくべき
か」の一つの指針となることが期待できます。

図１　過去50年で大きく数を減らした魚類の分類群

図２　過去50年で大きく数を減らした魚類の生活型

図３　各生活型の魚類のうち減少している割合
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y-kaku
テキストボックス
1(4):魚種の変遷について
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y-kaku
長方形

y-kaku
テキストボックス
1(5)：安永川合流部の段差について
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1(6)：矢作古川分派施設
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keikaku
テキストボックス
 1(7)：家下川合流点段差調査 
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y-kaku
テキストボックス
1(8)：水産資源の持続的再生について
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y-kaku
テキストボックス
1(9)：アーマリング現像について
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y-kaku
テキストボックス
1(10)：土砂関係について
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河道掘削工事と合わせたモデル地区としての取組み 

国土交通省豊橋河川事務所 

１．取組み概要 

恵南豪雨(東海豪雨)対策として、大幅な河道掘削を実施した白浜地区について、河道掘削工事と合わ

せた治水対策や環境保全、親水空間の創出のモデル地区とした。河川環境の保全と豊田市の貴重な水辺

の体験箇所とし、景観と合わせた維持管理手法についても、市民、漁協、学識者、豊田市と河川管理者

が意見交換を工事着手前、施工中を含めて実施した。 
大きな調整会議だけでも 15 回実施し、河道掘削断面形状や樹木の保全・伐採、新たな釣り師の育成

箇所や水辺体験場所の創設など新たな試みが展開され、工事完成後においても、市民による維持管理手

法や活動の拠点作りについて意見交換が継続されている。 
また、河道掘削土砂の有効利用や市民による河畔林の維持管理、水辺の管理などが動き始めている。 

 

竣工時 着手前 

立会状況 

矢作新報

12/2掲載記事

49

y-kaku
テキストボックス
1(11)：矢作川白浜河道掘削工事について



２．工事概要 

恵南豪雨(東海豪雨)対策として、平成 23 年度に大幅な河道掘削を実施した。 

 

工事名称：平成 22 年度 矢作川白浜河道掘削工事 

工  期：平成 23 年 3月 9日～平成 24 年 3月 23 日 

発 注 者：国土交通省 中部地方整備局 豊橋河川事務所 

 
 
■工事箇所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■標準断面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

掘削 

河道掘削 L=1,000m
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３．ワーキンググループ設置 

（１）設置意図 

 地元要望を加味しながら、工事目的を達成する為に連絡調整を行う事が必要であるため、ワーキング

グループを設置して、関係各位の意見を踏まえながら計画・施工を実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ワーキンググループ構成メンバー 

以下のメンバーにより、ワーキンググループは構成された。 

・豊田市役所 公園課 

・豊田市役所 河川課  

・矢作川研究所 

・矢作川漁業組合 

・矢作川沿岸水質保全対策協議会 

・NPO 法人 矢作川森林塾 

・矢作川水族館       順不同 

 

（３）ワーキンググループによる立会い 

ワーキンググループによる立会いは、H23 年 9 月から H24 年 3 月にかけて、15 回以上開催された。以

下に、主要なワーキンググループ立会いによる変更点等を示す。 

 
○ 9 月立会い 

 変更内容：瀬に影響がないように工事終点を下流に移動。 (39K325→39K300)・・・矢作川漁協 
    高木残置の為、法線を川側に 8m 移動。 (39K100～39K200 の区間）・・・矢作川研究所 

 
 
 
 
 

■工事目的 
・洪水対策の工事である 
・河積を出来るだけ確保したい 
・河積阻害となるものの撤去 
 

■地元要望 
・消失した瀬の復元 
・現況の樹木を残した掘削計画 
・せせらぎを設けてほしい 
・地下水を用いた池をつくってほしい 
・河川内に濁水等を流出させないでほしい 

調 整

瀬の復元

変更前 

変更後 
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○ 10 月立会い 

変更内容：玉石を河岸から 20m 程度離れた場所に投入する。(ﾗﾌﾃﾚﾝｸﾚｰﾝを用いて投入する) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
確認内容：せせらぎのｲﾒｰｼﾞ確認、雑割石の投入・自噴池を設ける 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

投入範囲確認 

（BHでは希望の位置に届かない） 

投入希望位置 

配布資料：完成イメージ図 

ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟより提示：せせらぎｲﾒｰｼﾞ図 
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○ 工事監理連絡会 

変更内容：①雑割石を河岸側に投入･濁水流出防止工の施工実施 
     ②河積確保の為、掘削箇所の追加･竹伐採範囲追加 
     ③玉石の投入（瀬の復元)･桑の移植 
     ④表土除去実施箇所の埋戻し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

② ③

② 

④

③

① 雑割石の投入・散策道の整備 
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② 河積阻害となる竹の伐採範囲追加 

② 河積確保の為、掘削箇所の追加 
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③ 桑の木の移植 

③ 玉石の投入 
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○ 11 月立会い 

確認内容：工事監理連絡会で調整した内容の現地確認 
     自噴池保護の為に何か良い方法は無いか?(ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟより) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 表土除去実施箇所の埋戻し 

立会状況 
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○ 1 月立会い 

確認内容：せせらぎのｲﾒｰｼﾞ確認 
確認内容：調整した内容の現地確認 
     せせらぎを川に向かって徐々に深くしてほしい。 
変更要望：法面が崩れ自噴池が埋まる可能性があるので自噴池の位置を変更してほしい。 

 
○ 2 月立会い 

確認内容：調整した内容の現地確認(最終) 
     雑割石を深みの中に入れてほしい・・・・ 
変更内容：自噴池の位置（法尻より 6.5m) 
     雑割石を深みの中に入れる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

配布資料：完成イメージ図 

竣工時 着手前 
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 1(12)：豊田東高校の取り組みについて

y-kaku
長方形
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1（5）豊田市等の取り組みについて（矢作新報平成 25 年 1 月 1 日記事） 

62

y-kaku
テキストボックス
1(13)：豊田市等の取り組みについて（矢作新報平成25年1月1日記事）
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 1(14)：豊田市矢作川環境整備計画概要版（平成8年3月）
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２．家下川モデル 参考資料 
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2(1):一級河川矢作川水系矢作川中流圏域河川整備計画
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2(2):家下川本川合流点の課題について
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2(3):家下川下流部の平常時・洪水時の水の流れ
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 2(5)：家下川リバーキーパーズの活動について 
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H25.1 施工箇所 

H23.5 施工箇所 

100m

2（3）西大排水路の第 2 越冬マス設置状況 
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2(6):西大排水路の第2 越冬マス設置状況
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前 

下流から上流 上流から下流 

 

  

下流から上流 上流から下流 
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行 

中 

施工状況 側溝の状況 
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成 

下流から上流 上流から下流 

 

134



135



  
1 

■
地
下
水
位
に
つ
い
て
 

       

2
0
1
2
.1
0
.2
6
 

○
地
下
水
面
図
（
P
.
2
～
3
参
照
）
よ
り
 

柳
川
瀬
公
園
付
近
の
地
下
水
位
は
、
標
高
1
7
.
0
～
1
7
.
5
m
程
度
と
考
え
ら
れ
る
。
 

地
下
水
位
と
河
床
高
の
関
係
は
、
下
図
に
示
す
と
お
り
。
 

○
低
水
路
平
均
河
床
高
よ
り
 

S
.
4
0
→
S
.
5
0
：
約
1
.
5
m
低
下
 
S
.
5
0
→
H
.
1
2
：
約
1.
3
m
低
下
 
H
.
1
2
→
H
.
2
3
：
変
動
少
な
い
 

○
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
よ
り
（
P
.
4
参
照
）
 

S
.4
1：
-
18
.8
～
-
19
.4
m 
→
 
S.
49
：
-1
9.
0～
-1
9.
2 
→
 
H.
11
：
17
.4
～
-
18
.3
m
 

調
査
場
所
は
異
な
る
が
、
S
.
4
1
年
か
ら
平
成
1
1
年
の
間
で
、
水
位
は
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

S
4
2
年
の
地
下
水
位
 

S
4
2
年
の
地
下
水
位
 

参
考
資
料
－
１

136

masuda
テキストボックス
2(7):家下川周辺の地下水位



  
2 

■
地
下
水
面
図
（
S
4
2
）
 

 

柳川瀬公園 

137



  
3 

■
地
下
水
面
図
（
S
4
3
）
 

 

柳川瀬公園 

138



  
4 

■
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
位
置
 

                 ■
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
一
覧
（
S
4
1
年
、
S
4
9
年
）
 

      

水
位
標
高
1
7
.
3
8
m
 

G
L
-
1
.
9
7
m
 
(
H
1
1
)
 

水
位
標
高
1
8
.
3
2
m

G
L
-
2
.
3
0
m
 
(
H
1
1
)

※
 
水
位
は
、
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
。
（
）
書
き
は
、
測
定
年
度
 

水
位
標
高
1
9
.
0
～
1
9
.
2
m

G
L
-
0
.
9
～
-
1
.
1
m
 
(
S
4
9
)

水
位
標
高
1
8
.
8
3
～
1
9
.
3
8
m

G
L
-
0
.
1
～
-
0
.
5
m
 
(
S
4
1
)

139



  
5 

  

№
1
4
（
中
切
配
水
場
）
 

 
№
３
（
中
切
配
水
場
）
 

 
№
１
（
川
田
住
宅
）

 

№
1
9
（
中
切
配
水
場
）
 

 
№
2
2
（
中
切
配
水
場
）
 

 

140



 

 

３．地先モデル 参考資料 
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3(1):矢作川本川における地先の課題の状況
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■矢作川における不法投棄の状況 1/2 

  

  

  

  

１．矢作川の不法投棄の状況 
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3(3):矢作川の不法投棄の状況



■矢作川における不法投棄の状況 2/2 
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カメムシ対策（ハーブ植栽）

目的 藤野地区において近年カメムシによる農作物への被害が発生している。
その原因の一つとして河川堤防の植生がカメムシ発生の起因としてあげられる。
堤防側からカメムシの進入防止対策として有効といわれているハーブの植生を行った。

場所 安城市藤野町内（川島町、村高町）
矢作川右岸　新幹線橋梁～美矢井橋　
Ｈ２１年度→下流側から　　　Ｌ＝７０４ｍ　（１５，０００ポット）

（ペパーミント・アップルミント・スペアミント・パイナップルミント）
Ｈ２２年度→昨年の続き　　　Ｌ＝５０６ｍ　（１４，０００ポット）

（アップルミント・パイナップルミント）

実施経過 Ｈ１９年度　実施決定、実施方法等町内会、市、国で打合せ
Ｈ２０年度　実施方法等打合せ、北海道へ現地視察、苗作製依頼
Ｈ２１年度　　６／１４（日）苗の植栽実施
　　　　　　　町内の方約２００名参加
Ｈ２２年度　　６／１９（土）苗の植栽実施
　　　　　　　町内の方約２００名参加

地域協働として　地元藤野町内会、県立安城農林高校、安城市土木課、国土交通省
とで取り組んだ。

安城農林高校　苗作製打合せ　（藤野町公民館）

植栽場所整備

植栽直前

ハーブ苗
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3(4):カメムシ対策（ハーブ植栽）



植栽　状況

植栽完了

１ヶ月後
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3(5):矢作川アダプト制度
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